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安全推進室だより Vol２３ 

今日では、「カイゼン」という言葉は世界的に注目されるほどになっており、安全管理体制が、輸送の安全の

確保を達成するという目的を果たすためには、その機能を継続的に向上させていくことが求められます。 

そのためには、日常業務における活動の結果、または

内部監査、マネジメントレビュー等から明らかになった

安全管理体制上の課題等について、適時、適切に「是正

措置」や「予防措置」を実施しなければなりません。 

日々の見直し、継続して改善を行うことは、安全管理

体制の向上に欠かすことはできません。 

「是正措置」とは、起きてしまった事案に対し、再発

を防止するためにその課題等に見合った原因を除去する

ための措置となります。例えば、 路線バス事業者にお

いて、ある営業所から「新規採用者の接触事故増加」が

報告されたと仮定します。当該報告を受け、他の営業所

を調査したところ、同様の状況や接遇に対するクレーム

が増加傾向にあることが分かりました。 

新規採用者に対する訓練が不足していることが原因ではないかと

考え、その対策(是正措置)として訓練期間を２週間から３週間に延

長し、年度末に安全対策部署が接触事故・クレーム件数を把握し過

去のデータと比較することで、効果を検証することとしました。 

対策を実施し、対策の有効性(効果)を検証した結果、それらが減

少していれば対策を継続、減少していなければ対策を見直すことに

なります。 一方で「予防措置」とは、潜在的な課題等の発生を予

防する措置であって、その課題等に見合った潜在的な課題等の原因

を除去する措置となります。 

運転士の採用募集に対する応募が低調ですが、一定数の採

用をしなければならないため、採用基準を緩和することにし

たと仮定します。採用基準を緩和することにより想定される

問題(潜在的課題) として、運転経験や技量が十分でない新規

運転士が増加することで、経験・技量不足による事故及びク

レーム件数の増加が考えられます。 

その対策(予防措置)として、教習期間を２週間から３週間に

延長、見極め後の監査回数を 2 回から 3 回に増加、営業所の

指導運転士による面談を実施することとしました。 

この場合の対策の有効性(効果)を検証方法としては、従来の

採用基準により採用した新規運転士の事故・クレーム件数と

緩和した採用基準により採用した新規運転士の事故・クレー

ム件数を比較すると良いでしょう。 

 

一般的に予防措置は、是正措置と比較して少ない経営資源の投下で高い効果を発揮するといわれています。 

人的・物的損害を最小化するためにも、予め事故の芽を摘んでおくことは重要ですから、積極的に取り組むこ

とが期待されます。この取組の中でも上図のとおり、日常業務の中で現場からの要望・提案に応答する「ＰＤ

ＣＡ」を意識したルール（仕組み）をつくり、日々継続的に改善していかなければなりません。 

継続的「カイゼン」 

～現場からの要望・提案に応えるルールづくりを～ 


